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インパクト投資：ESG投資を超え、SDGsを追求

2
Adapted from Bridges (2012).

投資のみ 責任ある投資 持続可能な投資

ターゲット層

インパクト投資 インパクトのみ

環境、社会
及びガバナ
ンスに対す
る配慮
皆無/限定的

投資価値を
維持するた
め、環境、
社会及びガ
バナンスに
対するリスク
を緩和する

投資価値を
向上させる、
環境、社会
及びガバナ
ンス向上に
取り組む

市場的に十
分な投資リ
ターンを確
保しつつ、社
会的な課題
に取り組む

常に市場より
も低い投資リ
ターンを甘受
しつつ、社会
的な課題に
取り組む

場合によって
は、市場より
も低い投資リ
ターンを甘受
しつつ、社会
的な課題に
取り組む

投資リターンを
度外視して、社
会的な課題に
取り組む

十分な投資リターンをもたらす

環境、社会及びガバナンスに対するリスクを緩和

環境、社会及びガバナンス向上の機会を積極追求

測定可能な、高いインパクトを生むソリューションを追求する



SDGの達成に向けた課題は何か？
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Source: World Bank Group. 2017. Global Economic Prospects, January 2017

SDGsの達成には、投資資金ギャップを埋めるため、毎年３兆米ドルが必要

SDGsの達成に向けた投資資金ギャップ1

（10億米ドル）
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必要な資金をどのように呼び込むか - SDG17：パートナーシップ
ODAは伸び悩むが、民間資金（FDI）は急増…ただ、貧困層に届く民間資金は限られている

発展途上国に対する海外送金及びその他資金フロー
（10億米ドル）

（海外直接投資）

海外送金

民間債務及び
ポートフォリオ
エクイティ

（政府開発援助）

FDI

ODA
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民間優先の原則（カスケード・アプローチ）の適用
限られた公的資金を、最も戦略的に触媒機能として活用する

公的・譲許的ファイナンス
（サブ・ソブリンを含む）

• 公的ファイナンス（国営開発銀行、政府系ファンドを含む）

• 国際開発金融機関（MDB）及び開発金融機関（DFI）

商業ファイナンス

公的・譲許的リソースによる
リスク保険・信用補完

• 保証

• 一次ロス

川上改革・市場の失敗

• 国別・セクター別政策

• 法規制・料金設定

• 組織制度・組織能力
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商業ファイナンスが費用対効果の高い形で
持続可能な投資に動員できるか?

もしできない場合は…

川上改革を行うことで市場の失敗を
是正できるか?

もしできない場合は…

リスク保険・信用補完によって残るリスクを
費用対効果の高い形でカバーできるか?

もしできない場合は…

限られた公的資金によって
開発目標は達成できるか?
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IFCとSDGｓの戦略的一致
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気候変動に対応した投資機会は23兆ドル
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グリーンの度合：地域及びセクター別の潜在的な投資可能額（10億米ドル）

東アジア・
太平洋

ラテンアメリカ・
カリブ海

南アジア

欧州・中央アジア

中東・北アフリカ

サブサハラ
以南アフリカ

セクター別合計

（10億米ドル）


